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平成26年11月18日 

各 位 

会 社 名 株式会社ピックルスコーポレーション 

代表者名 代表取締役社長 宮本 雅弘 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード２９２５） 

問合せ先 取締役経理部長兼財務部長 三品 徹 

 （TEL．０４－２９９８－７７７１） 

 

 

親会社の異動に関するお知らせ 

 

 

平成 26 年 12 月 10 日（予定）付で、当社の親会社であった東海漬物株式会社（以下「東海漬物」といいま

す。）が、下記のとおり当社の親会社からその他の関係会社に異動することとなりましたので、お知らせいた

します。 

 

記 

 

１． 異動が生じた経緯 

 当社は、平成 26 年 10 月 16 日付「自己株式の取得及び自己株式の公開買付けに関するお知らせ」にて

公表しましたとおり、同日開催の取締役会において、会社法（平成 17 年法律第 86 号。その後の改正を

含みます。）第 165 条第３項の規定により読み替えて適用される同法第 156 条第１項及び当社定款の規定

に基づく自己株式の取得及びその具体的な取得方法として自己株式の公開買付け（以下「本公開買付

け」といいます。）を行うことを決議し、平成 26 年 10 月 17 日より本公開買付けを実施しておりました

が、本公開買付けが平成26年11月17日をもって終了いたしました。 

 本公開買付けにおいて、当社の親会社である東海漬物からその保有する当社普通株式の一部

（1,400,000 株）につき応募がありましたが、本公開買付けの結果、当社は、東海漬物の応募株式の全部

を買い受けることとなったため、本公開買付けの決済の開始日である平成 26 年 12 月 10 日（予定）付で、

東海漬物は当社の親会社に該当しないこととなり、その他の関係会社に該当することとなります。 

 

２． 東海漬物株式会社の概要 

（１） 名 称 東海漬物株式会社 

（２） 所 在 地 愛知県豊橋市駅前大通2丁目28番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 大羽 恭史 

（４） 事 業 内 容 漬物製造業 

（５） 資 本 金 202百万円（平成26年８月31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 昭和16年9月22日 

（７） 純 資 産 13,985,080千円（平成26年８月31日現在） 

（８） 総 資 産 18,263,382千円（平成26年８月31日現在） 

（９） 大株主及び持株比率 東海漬物社員持株会 21.1％ 

大羽恭史      10.9％ 

（10） 上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 東海漬物は、本日現在、当社の普通株式 2,676,700

株（発行済株式総数 6,398,000 株に対する割合 

41.84％（小数点以下第三位を四捨五入））を保有す

る当社の親会社です。 
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人 的 関 係 東海漬物の代表取締役副社長である永井英朗が当社

の取締役に就任しております。 

取 引 関 係 当社グループは、東海漬物より同社製品を仕入れて

おります。 

 

３． 異動前後における東海漬物株式会社の所有する議決権の数及び議決権所有割合 

 属性 所有議決権の数（議決権所有割合） 大株主順位

直接所有分 合算対象分 合計 

異動前 親会社 26,767個 

（43.93％） 

0個 

（0％） 

26,767個 

（43.93％） 

第１位 

異動後 その他の 

関係会社 

12,767個 

（27.20％） 

0個 

（0％） 

12,767個 

（27.20％） 

第１位 

（注１）異動前の「議決権所有割合」は、当社が平成 26 年 10 月 15 日に提出した第 39 期第２四半期報告

書に記載している平成 26 年８月 31 日現在の議決権の数（60,934 個）を分母として計算しており

ます。 

（注２）異動後の「議決権所有割合」は、当社が平成 26 年 10 月 15 日に提出した第 39 期第２四半期報告

書に記載している平成 26 年８月 31 日現在の議決権の数（60,934 個）から、本公開買付けによっ

て取得した株式数（1,400,000 株）にかかる議決権の数（14,000 個）を控除した数（46,934 個）

を分母として計算しております。 

（注３）「議決権所有割合」は、小数点以下第三位を四捨五入しております。 
 

４． 異動年月日 

平成26年12月10日（予定）（本公開買付けの決済の開始日） 

 

５． 開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等 

該当事項はありません。 

 

６． 今後の見通し 

当該異動による業績への影響はありません。 

 

以 上 


